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木を活用して保存食づくりをおこないます。

F O R - A L L に よ り 平成29年7月に建設されました。震災で遊び場を失った子どもたちが安心して楽しみ学べる居場所や、地

サクラの酢漬け・塩漬け・シロップ漬け

紹介文

植栽ワークショップ

育て方講座

収穫ワークショップ

調理ワークショップ

果実や畑で育てた野菜を収穫します。

敷地内でとれた野菜をつかって料理体験をおこないます。
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講師を招いて地域のみなさんで管理が出来るように育て方を学習します。

地域のみなさんと一緒に花・木・草を植えます。

調理を工夫することで様々な香りを味覚で楽しむこ
とが出来ます。例えば春はサクラの香りを楽しみ、
収穫・調理をしたあとは春の香りを保存することが
できます。その他にブルーベリーやジューンベリー
はジャムとして香りを保存できます。庭で育てた樹
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計画敷地は公共施設の入口にあり施設利用者が必ず通ります

団体名 : 認定特定非営利活動法人レスキューストックヤード

第12回「みどり香るまちづくり」企画コンテスト
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町民活動団体「きずなネット」
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造園計画

植物管理の講師として

全体監修

きずなハウス

植栽管理

きずなハウスの運営団体であるNPO法人レスキューストックヤードのサポ
ートを元に、七ヶ浜町民が集い立ち上がった「きずなネット」を中心に地
域の方々が主体となって植物を育て管理をし活用する体制を整えています
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香り 花 実 紅葉 草 収穫

被災地の子ども達や町民の憩いの場『七ヶ浜みんなの家きず

なハウス』の庭に、優しい香りで心を癒す草花と、生命のエ

を創り、復興道半ばの町民の活力回復に貢献します。

②「植物を育て、香りを楽しみ、食べる」という経験の中か

ら、子ども達が町民と共に、生きる力を学び、喜びを分かち

合う拠点としてこの場所を活かし、環境に優しく災害にも強

い人づくり、町づくりを進めます。

「七ヶ浜みんなの家きずなハウス」(以下きずなハウス)は震災復興支援のプログラムの一環として特定非営利活動法人H O M E -

域の人々の交流の場となり、みんなの心の故郷として広く親しまれています
植樹場所は、町内外から毎月1,300人の人々が足を運ぶきずなハウスの庭園を予定しています。ここは、幅広い世代が利用する公
共施設の敷地内かつ入口にあり、公共施設利用者が必ず通る場所にあります。訪れる人々が豊かな緑と心休まる花の香り、海風が
草花を揺らし奏でる命の音色に触れながら、深い癒しと生きる活力を育むコミュニティファームガーデンにしていきます。

今年9月、震災後も「この町に住み続けたい」「自分の力を町のために活かしたい」と願って活動する町民が集り、ネットワーク
団体『きずなネット』を立ち上げました。このメンバーが主体となり、近隣シェフなどと協力しながら、自分たちの手で育てた作
物で、災害時も命と健康を守れる保存食（漬物や乾物、シロップなど）や、リラックス効果の高いハーブティー、ポプリなどを作
るワークショップを行ないます。植物を通して地域の魅力創出や人材発掘に繋がります。
また、この場所は高台にあり、津波避難スペースにもなるため、シンボルツリーに高木のカツラなどを植えれば避難の目印にも
なります。
このように「命を育みつなぐ環」を作る過程が、持続可能な災害に強い町づくりへの一歩につながります。

植物は心地よい香りや屋外空間を創出するだけでなく、植物の蒸散効果や路面温度の低下を通じ、屋内の交流スペースの環境向上
への寄与を図ることができます。きずなハウスは設計段階から庭や広場と一体に利用できるように形態を調整するなど外構を考慮
して計画されました。外構をつくっていくことで建築と一体となった環境が創出されます。

下記のワークショップは植物の植え付け期、収穫期に合わせて定期的・継続的におこないます。

。

生きる活力を育むコミュニティファームガーデン

地域の魅力創出と災害に強い町づくり

過ごしやすい居場所・交流空間づくり

香りを使った保存食 事業体制 樹木・草花の見頃

事業計画

公共施設
(七ヶ浜生涯学習センター)

企画の場所が分かる地図

計画敷地

施設入口

香りがもたらす地域の活力

命の環からまちづくりへコンセプト2

コンセプト1

七ヶ浜ファームガーデン
香って食べて元気を育む

企画の狙いやアピールポイント

別紙２
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地域の特産物などを用いたワークショップを定期的に開催 公共施設の玄関口として幅広い世代の方が通る場所 外部と内部を一体に利用できる建築
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現状写真子ども向けワークショップの様子

七ヶ浜ファームガーデン
香って食べて元気を育む
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第12回「みどり香るまちづくり」企画コンテスト



 
地域と農林業の衰退を象徴する雑草の覆い茂った耕作放棄地。 
その光景を目のあたりにしながらの散歩は、どこか足が重くなります。 
ここに、香りの植物を植栽することで、活気ある新しい農的風景と散歩が楽しく 
なる道、農や生き物との触れ合いの場を創出していけないだろうか―― 
香りの植物を農薬や肥料を代替するものとしても活用、安全安心な食や農、よりよ
い環境、人と生き物の賑わいづくりを水俣の田畑と散歩道から発信していきます。 

第１２回「みどり香るまちづくり」企画コンテスト 概要ペーパー（A3印刷） 

「香り」「彩り」「生き物の賑わい」のある農的風景を楽しむ散歩道 
 

かおりの植物を用いた安全安心な食の発信田づくり 

かおりde 縁 JOY 農 

・・・香りの植物で農や地域と「もやう」３つの柱 
  ～「散歩道から食卓まで」生かし楽しむ香りの植物～  

じねんしょ；「自然おこしは地域おこし」を 
合言葉に、自然を生かした仕事と学びの場づく
りによって、「人と自然」「人と人」「自然と
自然」プラス「時」を結びあう活動を展開中 

 過疎化や一次産業の担い手不足から、耕作放棄地も目立ち、獣害なども地域内の
多くの場所で増え、地域内の誰もが親しんできた田畑の中の散歩道は、柵や壁で仕
切られるか、獣害と耕作放棄地の負のスパイラルによる雑草の繁茂で楽しむことも
ままならなくなっています。 
 かつて、田畑を通る道は、農作業の人が行き交うとともに、ドジョウやトンボを
追いかける子どもたち、セリやヨモギを摘むお母さんたちの姿があり、そこを通る
時、どこか地域の活気や生き物の賑わいなどを感じてきました。 
 本企画では、香りの植物を植栽することで、以下の３点を実現しながら、香りの
ある農地発、かつてとはまた違う地域の賑わいづくりに寄与していきます。 

①心躍る農的風景のある散歩道の共創 
 

 植栽や維持管理作業には、農地の管理者の当団体が責任は持ちながら、日々の農作
業で行うともに、散歩の途中に、イベント時に、地域内外の方に参加していただきな
がら、参加者自らが楽しめる香りと彩りと生き物の賑わいのある散歩道をコンセプト
に共創していきます 

②農との新たな縁づくりと農業イメージ改善 
 

 植栽や管理過程でのイベントはもちろん、植栽した植物を用いた料理、雑貨づくり
などのイベントを切り口に、老若男女を問わない、一緒に地域の食や農、コミュニ
ティをつくる側に立つ場づくりを積極的に行います 

 香りの植物に農薬や肥料と同様の機能を発揮してもらうことで、「農のにおい＝農
薬や肥料の臭い」という負のイメージを、「農＝さわやかで心やわらぐ植物の香り」
へと刷新して、地域における農業のイメージを改善、また、自由に食卓や家庭に持ち
帰られる摘み菜可能な花壇を設置し、誰もが接し易い農環境づくりを行います 

③安全安心な食のかおりを届ける農の発信 
 

 香りの植物を農業におけるコンパニオンプランツ（共栄植物）、インセクタリープ
ランツ（天敵温存植物）等として活用し、無農薬有機栽培を行い、安全安心な作物と、
生き物の賑わう環境づくりを両立させます。 

 本企画の取組みは、インターネット、作物の流通過程、地域内外での関連イベント
で情報を発信し、環境首都水俣から「香りの植物を生かした農と地域づくり」にチャ
レンジし続けていきます。 
 

熊本県水俣市 
月浦樫川479-1 

実施場所  

企画名 

企画団体 

企画の紹介 

企画の背景 

企画の狙い 

企画実施場所 ～かおりでえんじょいのう～ 

・・・距離が遠くなる衰退した地域の農と散歩道  

獣害 

耕作放棄地の拡大 

雑草繁茂 負のスパイラル 

心理的距離 

…柵、草壁による 
 農や自然と隔離  

主なかおり樹木・草花の見ごろ 

春 夏 秋 冬 

周年感じられる「香り」と「彩り」 

◆彩りと香り（散歩道入口） 

◆湿地の彩香 

ヒヤシンス（180） フレンチラベンダー（30） 

◆水面の香り 

◆実りの香り 
ポポー（3）ナツメ（1） 
フェイジョア（2） 

キンカン（5）アマナツ（1） 
バンペイユ（1） 

イブキジャコウソウ（20）セージ（20）ブロンズフェンネル（10） ◆自然に優しい新農香 
◆山野の香り 

◆地域の食の香り 

ブルーベリー（30） 
クダモノトケイソウ（10） 

サンショウ（10） 

サフラン（300） 

◆イノシシ防止の爽香 レモングラス（30）レモンタイム（20） 

ルイジアナアイリス（60） 

◆地域特産物を育む香り 
オオオニバス（10） 
ハス（60）熱帯スイレン（60） 
ヒツジグサ（20） 

レモンマリーゴールド（100） 
ミントマリーゴールド（100） 

物理的距離 

地域の 

寂れの象徴？ 

環境を 

護る 
作物を 

育てる 
人を 

誘う 

①心躍る農的風景のある散歩道の共創…「香り」「彩り」「生き物の賑わい」を呼び水 
②農との新たな縁づくりと農業イメージ改善…「臭い」から「いい香り」の農へ 

③安全安心な食のかおりを届ける農の発信…「農薬」を「香りの植物」に転換 

抗菌 

農的効果  人的効果  

防獣 
防虫 

緑肥 防疫 

益虫蝟集 

作物共栄 

食味改善 

土壌改善 

香りの植物 香りの植物 

健康維持 

美容 

農的な地域の 

にぎわい 

食欲増進 

癒し 



 ：樹木 
 

 ：宿根草等 
  草花 
 

   ：撮影地点方向 

    （右上掲載写真）  

第１２回「みどり香るまちづくり」企画コンテスト 概要ペーパー（A3印刷）  

10 m  

かおりde 縁 JOY 農 企画名 企画団体 

～かおりでえんじょいのう～ 
～じねんしょ～ 

現状写真 

香りと彩りと生き物の賑わいのある農的風景を楽しむ散歩道（9月中旬頃）  

・・・彩りの少しさびしい散歩道  
（平成29年9月10日撮影）  

民家  

水路  

水路  

丘陵地  

イノシシ 
侵入経路  

樹木・宿根草等草花の配置図 

橋  

畑 

畑 
（多品種） 

◆山野の香り 
・アケビ＆ムベ 
（3種×3本） 
のアーチ  

 ：掘削部の水路 
 ショウブ（30） 
 ニオイショウブ（20）  

フレンチラベンダー 
（30） 

◆彩りと香りの散歩道入口 
 ヒヤシンス（6色×30本） 
 ショウキズイセン（50） 
 キツネノカミソリ 
 （4種×30本） 
 ヒガンバナ（50） 
 

  

◆実りの香りと休憩所 
 キンカン（5) 
 ポポー（3） 
 フェイジョア（2） 
 ナツメ（1） 
 バンペイユ（1） 
 アマナツ（1） 
 チャノキ（3） 

◆水面の香り 
 ：掘削部の池  
 オオオニバス（10） 
 ハス・熱帯スイレン 
 （各6種×10本） 
 ヒツジグサ（20）  

盛土  

盛土  

水田 
（タイモ等）  

山林 
◆イノシシ防止の爽香 
 レモングラス（30） 
 レモンタイム（20） 
 ＋トウガラシ類  

㋒ 農道入口からの眺め 

市 
道 
へ  

畑 
（タマネギ等） 

 ：掘削部（池） 
 
 ：掘削部（水路） 
 
 ：湿地帯 

主要な地点の成木時の予想図 

㋑ 市道からの眺め→ 

㋐ 農道中央からの全景↑  

スロープ  

畑 
（多品種） 

◆地域特産物を育む香り 
 クリーピングローズマリー（30） 
 ローマンカモミール（50） 
 レモンマリーゴールド（100） 
 ミントマリーゴールド（70） 
   

畑 
（タマネギ等） 

・クダモノトケイソウ（10） 
の棚  

◆摘み菜 
 フリーの花壇 
 株分け分を混合植  

◆自然に優しい新農香 
 イブキジャコウソウ（20） 
 セージ（20） 
 ブロンズフェンネル（10） 
 ミントマリーゴールド（30） 
 

  

水田 
（マコモ等）  

ブルーベリー（30） 
  の小径  

 ◆湿地の彩香 
  ルイジアナアイリス 
  （6種×10本） 
  カキツバタ 
  （4色×20本）  

センダン 
アケビ 
（自生）  

㋒   

㋑   

㋐   

※畑での植栽は、作付する農作物と香りの植物の相性を考えて配置 

◆地域の食の香り 
 サフラン（300）  

サンショウ（10） 







Yoshida Hospital Healing Garden Project

企画名 癒しの森、香るヒーリングガーデン

～ 植物の香りが人を癒し、健康をもたらす、地域に開かれた病院の庭～

共同企画団体： あをによし奈良 Garden Link
企画申請団体：

奈良県奈良市
西大寺赤田町

戦後、「大衆のための医療」を使命として地域と共に歩んできた吉田病院は、来年2018年、創設90周年を迎える。 その記念事業のひとつとして、敷地内の広大な
緑地空間を四季の花々や木々で彩り、その香りや果実を楽しみ、患者や来院者、職員はもとより、地域住民の憩いの場とする 「癒しの森、香るヒーリングガーデン」
プロジェクトがスタートした。 「赤い屋根の病院」として親しまれた、創建当時の花と緑にあふれた「心象風景の再生」と、人々の心を和らげる地域に開かれた「癒し
の森／理想郷（ユートピア）の創造」 がテーマとなっている。

伊那市

奈良市

今年３月、バラの街、長野県伊那市の切り花農家のビニール
ハウスに遺されたバラ３０００株の里親を募集するプロジェクト

に手を挙げ、約２００株の切り花品種のバラ苗を譲り受けること
になった。
吉田病院グリーンボランティアの有志たちが、遠く長野県伊那
市まで赴き、自らの手で遺されたバラを掘り上げ、約３００キロ
離れた奈良市まで持ち帰った。
現地では伊那市のボランティアチームとも交流することができ、
お互いの活動状況を話し合った。
持ち帰った伊那のバラは、病院内に設けた特設ガーデンに植
樹し、その大部分が無事活着し、早速、花を咲かせた。
来年創立９０周年には、長野県伊那市のグリーンボランティア
チームを招待して、伊那バラフェスタも計画中で、民間レベル
で奈良市・伊那市の交流を深めていきたいと考える。

吉田病院の
伊那バラガーデン伊那市・奈良市のボランティアチームの交流

設立当時の姿を
残す旧本館

設立当時の吉田病院全景図現在の吉田病院

近鉄
大和西大寺駅

Concept 

リキュウバイ ハイノキ

Septem
ber

香り

「集う庭」

香り

「縁の庭」

香り

「巡る庭」

香り

「実る庭」

香り

「彩る庭」

ギボウシ
タマノカンザシ

香りの植栽リスト香りの植栽リスト

セイヨウ
ニンジンボク

ニオイスミレ

カシワバアジサイ

スズラン アオダモ

エゴノキ

ニオイバンマツリ

ウメ

ブラックベリー

フリージア

セイヨウ
バイカウツギ

バラ

ソメイヨシノ エゾムラサキツツジ

ライラック

フロックス

スイセン

ラベンダー

ユズ

オリーブ ブッドレア セイヨウニワトコ

M
arch

A
pril

M
ay

June
July

A
ugust

ローズマリー

植栽写真提供元：あをによし奈良 ガーデンリンク、（一社）日本植木協会

奈良市
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えにし

メインガーデンとなるこの庭は、
小高い斜面地に香り高いバラや
ハーブ、宿根草、香りの高木
などを集中的に植樹。

創建当時から残るソメイヨシノの大木を中心に、藤棚とベンチを設置。ここでは健康友の会による
花見会や音楽演奏会などのイベントが行われている。小さな池の畔の斜面地に水仙等香りの強い
花々を群生させ、季節毎に咲く香り植物を楽しみながら、人が集い交流する庭としたい。

「眼科棟の建物の
壁面に香りのつる
バラを誘引。
高台に位置するこの壁面
は、近くを通る近鉄電車・
奈良線の車窓からも眺めら
れる。

駐車場横の斜面地には、香る果樹を集約して植樹。
柑橘の香りを楽しむとともに、果実を収穫する喜び
を味わえる庭。

今年３月に長野県伊那市の切り花農家から譲り受けた約２００株
のバラ苗（詳細は、下部参照）を記念植樹。咲いた花は、病室等
に届け、病室でも香り体験してもらっている。

斜面を縫うように設けたスロープ
を巡り、「香り散歩」を楽しめる。

同時に、風が吹き下りる度に、
斜面下の道路を通行する

地域住民にも香りが
届けられる。1928年「あやめ池サナトリウム」として開設された吉田病院は、当時台頭しつ

つあった「俸給生活者の理想郷（サラリーメンス・ユートピア）の実現」を病院
の基本方針とした。
一万坪の広大な敷地内の庭園の池には水鳥が泳ぎ、四季の花々が咲き、
森の中に点在する木造の病棟は、「赤い屋根の病院」として地域でも親しま
れていた。
現在、その大部分が近代的な病棟に建て変わったが、来年2018年、病院創
設90周年を機に、かつての「心象風景」を再生したい。
四季折々に咲く「香り植物・樹木」の植栽により香り空間を創出し、地域に開
かれ、多くの人々の心を和らげる、「癒しの森、香るヒーリングガーデン」を創
るプロジェクトがスタートした。

プロジェクトの鍵となるのは「香り」。
古くから「香り」は、人間の暮らしの様々なシーンで親しまれてきたが、近年の
研究で人の心身の緊張を緩和し、免疫力を向上するなど、良い効能があると
分かってきた。また同時に、植物や土に触れる園芸体験により、五感や体性
感覚の回復が促され、ストレス軽減、意欲・食欲の回復、認知機能・社会性の
向上等の効果があることが、病院・学校・介護施設等で認知されてきた。
病院の庭が、入院患者のケアやリハビリテーション、地域住民の健康促進の
場として活用されることが大いに期待できる。

今回のプロジェクトでは、病院内の広大なオープンスペースにおいて、様々
な「香り体験」ができるよう、「巡る庭」、「集う庭」、「彩る庭」、「実る庭」、「縁
（えにし）の庭」、という５つの庭（右図参照）を設定した。

また５つのゾーン以外にも、新館前の駐車場スペースに、創建当時の桜並木
（ソメイヨシノ）を想起する「春の並木ゾーン」、病院を南北に貫くメイン道路の
両側に夏に青い花を咲かせるセイヨウニンジンボクを植栽する「初夏の並木
ゾーン」をつくり、花と緑に囲まれたかつての病院風景を再生したい。

本病院は、地域に開放されており、院内通路は近隣住民の通勤・通学路とし
ても利用されている。
病院関係者だけでなく周辺住民の憩いの場としても活用されており、日常的
に多くの人が「香り環境」に触れている。

広大な緑地帯は、病院が運営する会員数約２万人を擁する「健康友の会」の
グリーンボランティアチーム（約20名）が定期的に植樹やメンテナンス活動を
行っており、患者や周辺住民との交流も盛んに行われている。

従来、病院は心身の病気の治癒の為に訪れる場所で、ともすれば閉鎖的な
空間になりがちである。
しかし、その病院の庭が地域にも開かれ、季節毎に桜色や青に染まる名物の
並木道があったとしたら？、香りのよい花や実る果樹があったとしたら？
そこには病院の患者のみならず、ますます多くの人が訪れ、交流が生まれ、
ボランティアや健康促進といった社会活動の場となりうるだろう。

『心身の病を癒し、地域の人の健康を促進し、社会に貢献する。全ての人に
優しく寄り添い、心地良い香りに満たされた「癒しの森」となる庭を創ること。』

それは、まさしく吉田病院創設時の理念とぴたりと重なり合っていく。

散歩で立ち寄った近所の
幼稚園児たちが、庭で
咲くバラの花の香りを
嗅いで行く。
子ども達の歓声が、
病院に活気を
もたらしている。

Healing Garden Healing Garden 
of  the Fragranceof  the Fragrance

Forest of RelaxationForest of Relaxation



緊急車両
駐車場

駐車場

人の出入口

新病棟

正面入口

南病棟

西病棟

東病棟

北病棟

作
業
棟

眼科棟

旧本館

駐車場

駐車場

車の出入口

新館入口

眼科棟の北側花壇はシェードガーデンとして
アジサイや、ギボウシ、アガパンサスなどの
宿根草を植栽。アオダモ、ヒトツバタゴなどの
香りの高木も植樹することで、立体的な庭とする。

病院の正面入口、車寄せの花壇には
チューリップ、ムスカリ等の球根植物を
植えているが、正面入口として相応しい
風景をつくるため、ここに、シンボル
ツリーとして、ウメの大木を植樹したい。

駐車場の
出入り口正面の

花壇には、シンボルツリーとして
枝垂れ桜を植樹したい。

Ｎ

ColorColor GardenGarden

斜面の庭の最頂部に
あたる高台の建物の白い
外壁には、遠く電車の車窓から
もはっきり見えるような彩り鮮やかな
大型のつるバラを誘引し、修景。
足元には香りの強い小型のつるバラ
も組み合わせ、散歩する人が顔を
寄せて香りを嗅げるよう工夫する。

駐車場に面した斜面に、ユズ、レモン、
オリーブ、ブラックベリーなどの
実がなる果木、草花を植え、
その実を患者が収穫体験する
ことができ、五感で楽しめる
ガーデンセラピーの庭とする。

新館入口への
スロープに設置
されたパーゴラ
を活用して、
シャワー状に
枝垂れて咲く
ランブラ―品種の

つるバラを誘引。
トンネルのように咲く

バラを潜り抜ける、
「香りのプロムナード」とする。

Scene1

Scene4

Scene3

Scene6

Scene5

Scene2

Scene7

シーン 樹木名 本数 シーン 樹木名 本数 シーン 草花名 株数 シーン 草花名 株数

1 サクラ（ソメイヨシノ） 17本 2 エゾムラサキツツジ 10本 3 スイセン 200株 6 つるバラ 20株

1 サクラ（枝垂れ桜） 1本 2 ニオイツツジ 10本 3 ニオイスミレ 200株 3 木立性バラ（香る品種） 30株

7 ウメ 1本 3 セイヨウバイカウツギ 1本 3 フリージア 50株 6 クレマチス 20株

3＆７ エゴノキ 3本 3 ニオイバンマツリ 1本 3 スズラン 100株 3 シャクヤク 20株

3＆７ アオダモ 3本 3 ライラック 3本 3 フロックス・ディバリカータ 20株 3 アガパンサス 50株

3＆７ ハイノキ 3本 3 ブッドレア 3本 3 ギボウシ・タマノカンザシ 50株 3 ヒューケラ 50株

3＆７ ヒトツバタゴ 2本 3 セイヨウニワトコ 3本 5 ブラックベリー 5株 3 クリスマスローズ 50株

5 オリーブ 1本 7 カシワバアジサイ 20本 3 カラミンサ 25株 3 シャガ 50株

5 ユズ 1本 7 アジサイ 25本 3 クラリーセージ 30株 3 シラン 50株

5 レモン 1本 3 ラベンダー 50本 3 スイートピー 30株 3 アジュガ 100株

5 カリン 1本 3 ローズマリー 10本 3 ツルバキア 50株 3 ムスカリ 200株

4 セイヨウニンジンボク 10本 5 ユキヤナギ 20本 3 ヒヤシンス 50株 3 オダマキ 50株

使用する樹木 使用する宿根草等、草花

Relationship Relationship GardenGarden香りの強い木立性の
バラやラベンダー、ローズマリーなど
ハーブ系香り植物を植栽した斜面地。
縫うように設けたスロープを巡りながら、
舞い上がる香りに身をゆだねる

「香り散歩」を楽しめるガーデン。

ソメイヨシノ
枝垂れ桜、ウメ

ニオイツツジ
エゾムラサキツツジ

セイヨウニンジンボク

エゴ、アオダモなどの
香る高木

ユズ、オリーブなどの

香る高木（果木）

【 代表的な高木の植樹ポイント 】

HarvestHarvest GardenGarden

Community Community GardenGarden

旧本館横の
アプローチ道路の両側に、

夏に青い花を咲かせる
セイヨウニンジンボクを

列植し、並木道を創りたい。
旧本館横には、創建時の
面影を再現するツツジを植栽し、
建物と一体的に修景する。

【 敷地全体配置図 】
５つの「香る庭」の配置と、７つの
シーン（風景）の配置図

共同企画団体： あをによし奈良 Garden Link
企画申請団体：
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パース
アングル

【 詳細配置図 】↑
香り「巡る庭」

（ Scene 3 ）

アオダモ

ハイノキ

エゴノキ

アオダモ

ハイノキ

ヒトツバタゴ

散策路
（スロープ）

香る中低木

ヒトツバタゴ

池

パーゴラ
（既存のフジ）

ソメイヨシノ
（既存樹）

赤い屋根の
旧本館

新設する赤い屋根の
ガーデンシェッド

斜面地の等高線に沿って
香るバラ、ハーブ、宿根草
などを密植。

エゴノキ

香り

「集う庭」

香り

「縁の庭」

香り

「実る庭」

香り

「彩る庭」

えにし

企画名 癒しの森、香るヒーリングガーデン

香り「巡る庭」
斜面地に香るバラ、
ハーブを多数植栽する。

木製フェンスに香るつるバラ、
クレマチスを誘引する。

斜面地を活用して、

立体感を強調し、
森のような庭を
デザインする。

完成予想
パース

香る高木を
植樹。

病院のランドマーク
旧本館

既存の桜の大木

赤い屋根の
ガーデンシェッドを新設

新館建物

完成予想
パース

創建当時の
面影を再生する
ニオイツツジ＆
エゾムラサキ

ツツジ

桜の大木の木陰に藤棚とベンチを設置。
小さな池もあり、散策中の人々が足を止め、滞在する庭には、
香りの強いフリージアやスイセン、スズラン等を群生させ、

辺り一面に香りを漂わせる「香り空間」をつくりたい。創建当時の赤い屋根の建物を

イメージした、赤い屋根の
ガーデンシェッド（小屋、東屋）を
新たに設置する。

長野県伊那市から持ち帰った約２００株のバラを植樹した
伊那バラガーデン。この花壇にソメイヨシノ（桜）を列植し、

「赤い屋根と桜並木の病院」と謳われた原風景を再生する。グリーンボランティア

活動風景

初夏の並木ゾーン

Circulation Circulation GardenGarden

香り

「巡る庭」

Yoshida Hospital Healing Garden ProjectPlanning 「みどり香るまちづくり」企画コンテスト 2017

春の並木ゾーン
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